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＜計画策定の趣旨＞


　社会経済情勢等の変化を踏まえ、本県文化の一層の振興を図り、「文化の力」による「元気とやま」の創造を目指す。


（社会経済情勢等の変化）


①求められる心の豊かさ


②少子高齢化の進展、市町村合併、都市化（ドーナツ化）の進展


　コミュニティの弱体化、地域伝統文化の担い手不足


③地域や経済と文化


　文化による地域経済の活性化、文化的産業の創出､観光振興


④情報化と高速交通網の進展


　文化の創造、発信方法の変化


⑤国際化の進展


　多様な文化交流の展開と世界に通用する文化の創造と発信


⑥県民・企業の社会貢献活動への参加意識の高まり





＜計画の位置づけ＞


・富山県民文化条例第８条第１項に基づく県民文化計画


・富山県民文化計画(平成１０年４月)に替わる新たな計画





＜計画の計画期間＞


　総合計画の計画期間である平成１８年度から平成２７年度までの１０年ただし、５年程度で中間見直しを行う。








＜県の役割＞


文化振興の主役は一人ひとりの県民。県は総合的なコーディネータとして文化活動が円滑に行われるよう条件整備や環境づくりに努める。
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①子どもの文化活動の充実


・子ども…創造的で活力にあふれた人材づくり（学校、地域等）


・若　者…新しい地域文化を創造する場づくり


（人とのつながり、創作・練習・発表の場、大学との連携）


②文化の担い手の育成


・新進芸術家…人づくりと活躍の場づくり


・文化を支える人材･･･専門技術スタッフ、文化ボランティア、


　ＮＰＯ、企業メセナによる多面的な文化活動への支援を促進


③文化活動の拠点としての施設の活用促進


・文化施設…アウトリーチ活動の積極的な展開


　　　　　　フランチャイズ制や芸術監督導入の検討


・市町村との連携（施設の役割分担、ネットワーク活動）


④文化情報ネットワークの充実


・情報発信の中核として、ポータルサイトの構築やバーチャル


　ミュージアム、バーチャルシアターなどに取り組む。











①文化を核とした地域づくり


・伝統文化など地域文化を担う指導者、専門家の育成


②文化活動による賑わいづくり


・空き店舗等を活用した県民の自主的な身近な文化活動の発表の場づくりを支援


・まつりなど地域文化や演劇などを核に、まちの賑わいを創出


③文化を活かした産業の振興


・新しい産業の創出…新富山大学芸術文化学部との連携


・瑞龍寺などの寺社や歴史的な町並み等を活かした観光の振興


④文化空間としてのまちづくり


・景観条例に基づく「景観づくり重点地域の指定」等





＜文化の意義＞


・人間が人間らしく生きるための糧　　・共に生きる社会の基盤の形成


・質の高い経済活動の実現　　　　　　・人類の真の発展への貢献


・世界平和の礎　　　　　―「文化芸術振興基本方針…文化庁」より－








①世界に発信できる質の高い文化の創造と発信


　（利賀演劇、おわら等の民俗芸能ほか）


・マスコミとの連携強化による文化の発信


②世界に発信できる人材の育成と文化の拠点づくり


・国際舞台芸術人材育成事業の展開


・「舞台芸術特区TOGA」構想推進


③世界こども演劇祭などの国際文化交流の促進











＜施策の体系＞


　　基本方向　　　　　　　　　　基本施策　　　　　　　　　　　　　　　　　施策検討課題
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①文化に親しむ環境づくり


・文化の鑑賞、発表、体験機会の充実


・子どもの文化活動の充実


・高齢者、障害者等の文化活動の充実


②文化の担い手の育成


・新進芸術家の育成、芸術団体との協働


・文化を支える人材や団体等の育成


③文化活動の場づくり


・文化施設等の充実と活用


・身近な練習や発表の場の確保


④情報ネットワークの活用


・通信情報基盤の活用





①文化を核とした地域づくり


・文化財、伝統文化、生活文化の発掘、保存、


　継承､活用


②文化活動による賑わいづくり


・文化活動を活かした賑わいづくり


③文化を活かした産業の振興


・文化に根ざした産業の振興


・文化を活かした観光の振興


④文化空間としてのまちづくり


・優れた景観の保全及び創造








①質の高い文化の創造と世界への発信


・質の高い文化創造活動への支援


②文化の担い手の育成


・芸術家の育成


③多様な文化交流の促進


・国内、広域的文化交流


・世代間交流、異業種間交流


・国際文化交流（環日本海文化交流）





『21世紀は文化力の時代』


創造的で活力にあふれた人材を育成し、


多様な文化を受け入れる活力ある社会を構築








推　進　体　制　の　整　備・・・多様なネットワークづくり












